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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所

事業計画書

委員会名:
まちづくり委員会
委員長名:
青木征一郎
事業名:

郷土長岡発信プロジェクト

SOYがぁ～て枝豆　～枝豆発信編～
『郷土長岡から枝豆を』

文書名:

まちづくり通年事業発信ス協2
文書作成者:
二ツ家和樹
作成日:

平成26年2月 8日
室長確認日:
平成26年2月 8日


【事業要綱】

1.事業実施に至る背景

現代のように情報や物が蔓延し、人々の生活様式が目まぐるしく変化している時代において、継続的なまちの発展に繋げるためには、地域資源を活かした新たな地域の宝が有効なコンテンツとしてあげられます。私たちの住む長岡においても、自然や歴史、先人達が作り上げた文化や伝統など、長岡市民が誇れる数多くの地域の宝があります。この長岡にある地域の宝を有効に活用し、長岡の魅力を長岡市内外へ発信していくことが求められています。

2.事業目的(対外)

創造編で作られた新たな地域の宝を長岡市民と共感しあい、継続的なまちの発展へ向けてさらなる愛着と誇りを醸成することで、夢あふれる長岡を発信することを目的とします。
3.事業目的(対内）
　一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JC」とする）のメンバー一人ひとりが、新たな地域の宝を使って活動することで、郷土長岡に対しさらに愛着と誇りを持ち、継続的なまちの発展のための担い手となることを目的とします。

4.事業の対象者

(1)対外対象者：長岡市民、協力団体
(2)対内対象者：長岡JCメンバー



【事業概要】

1.実施日時

(1)実施日:
平成26年3月17日(月)～平成26年11月上旬
　　　　　　　　※事業報告会までを期間とする。

(2)実施時間:

随時

(3)設営時間:

随時
2.実施会場

(1)会場名:  長岡市内外のイベント各所、スーパーなど
(2)(添付資料名): イベント一覧（案）
3.参加員数計画並びに参加推進方法

(1)対外対象者

長岡市民、協力団体
(2)対内対象者

長岡JCメンバー 156人（平成26年2月6日現在　休会者、退会者除く）
(3) 参加推進方法

1 サポーターになっていただくために、街頭PRを行います。
（長岡市内のイベント各所・スーパーなどの人が集まる場所）
2 プレスリリース
NCT、株式会社ニューズライン、株式会社ジョイフルタウン、FM新潟、FMPORT、FM長岡、新潟日報、読売新聞、朝日新聞、毎日新聞、日本経済新聞、長岡新聞、NHK新潟支局、Teny、NST、UX、BSN、生活まるごと情報、ナジラビ長岡見附版、長岡市市政だより,e-na（イーナ JA越後長岡）

3 長岡JCのホームページ、ブログ、Facebook等のSNS

　　

4.外部協力者(協力種別)

協力団体
5.引用著作物の有無

　　　なし

6.実施組織

(1)組織図　　○は班リーダー
	項　目
	担　当　者

	統括責任者
	青木征一郎委員長

	統括責任者補佐
	高田光副委員長

	チーフ
	二ツ家和樹

	サブチーフ
	近藤久嗣、吉田了、

	会計・備品管理
	韮澤圭介会計幹事

	出欠確認・案内文配信
	深田純運営幹事

	広報活動班
	○久保和喜、土田雅彦、永澤政裕

	キャラクター・ソング運営・管理
	○深田純運営幹事、堺淳

	広報担当（現場）
	○吉田了、吉原昌宏

	広報担当（PC管理）
	○永澤政裕、堺淳

	情報分析・マーケティング
	○井口明彦副委員長、吉田了

	プレスリリース担当
	○韮澤圭介会計幹事、阿部巧

	アート運営・管理
	○近藤久嗣、竹野裕介

	振る舞い運営・管理
	○韮澤圭介会計幹事、吉田了、吉原昌宏

	外部折衝担当
	委員会メンバー全員


7.事業内容(目的達成のための手法説明)
長岡産の枝豆を利用したまちづくりを全国に発信するために、郷土長岡に愛着と誇りを持ってもらう今事業についての、実施内容とその関連性を十分に理解し、効果的に活動することが必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発信事業内容の関連性フローチャート
実施内容
①枝豆サポーター拡大計画
長岡市民に、郷土長岡の枝豆を認知してもらい愛着をもっていただくために、街頭にて枝豆のキャラクターイベントと振る舞いイベントを行います。参加していただいた方をサポーターに認定し、缶バッジ、ピンバッジ、携帯ストラップを配布します。
※サポーターとは、今事業に参加し賛同することで、この活動を広く発信していただける方のこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枝豆サポーター拡大計画概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　缶バッジ・ピンバッジ・携帯ストラップ概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　枝豆振る舞い概要
②オリジナルキャラクターの作成

枝豆拡大プロジェクトをPRするために、オリジナルキャラクターを作成します。
また、キャラクター看板を作成し記念撮影ができるようにします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャラクター作成概要
③オリジナルソングの作成
オリジナルソングを作成することで、オリジナルキャラクターとともに広報活動に利用します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オリジナルソング作成概要
④各種イベントでの広報活動
オリジナルキャラクター、オリジナルソングを利用し、枝豆拡大プロジェクトを長岡JCの活動PRを兼ね広報します
参加イベント概要
⑤長岡枝豆アートの作成
新潟県の形が枝豆に似ていることを利用し、枝豆の絵で作った用紙を用意する。その用紙の枝豆に枝豆サポーターになって頂いた方とキャラクターとで撮った写真シールを貼り埋めて行きます。サポーター拡大計画の進行状況を確認できるとともに市民参加型のイベントです。長岡を発信源とし、少しずつその絵をサポーターのシールで埋めていき、この活動への認知と枝豆への愛着を広げて行きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡枝豆アート概要
⑥ホームページ、ブログ、SNSの利用（広報活動）
活動において特に重要になってくる広報活動をホームページ、ブログ、SNSなどの情報発信ツールを駆使し広く広報します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報活動概要
⑦プレスリリースの活用、検証

活動内容を発信していくことで話題を取り上げていただけるよう活動をする。
メディアの分析を行い、どのように利用していくか検討する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プレスリリース・メディア活用概要
⑧通年事業報告
今年度活動してきた内容、成果を、参加、協力してくださった方々に報告を行う。
報告資料として、活動内容などをまとめたものを配布します
枝豆サポーター拡大計画の最終活動日に、報告も含めたイベントを開催し、参加、協力いただいた方々と活動の経過を共有します。
　　　実施日（案）　10月下旬　～　11月上旬
場所（案）　　アオーレ長岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通年報告概要
(2)当日までのスケジュール

3月　　　　　　　　　　　キャラクターとキャンペーンソングの作製開始
3月17日　 　　　　　　　3月公開例会、キャラクター決定
4月19、20日　　　
アオーレ誕生2周年祭参加
　　　　　　　　　　　　　郷土長岡サポーター拡大計画始動

枝豆アート作成活動（常時）

5月　　　　　　　　　　　各種地域イベント

6月1日　　　　　　　　　全国植樹祭

　　　　　　　　　　　　　各種地域イベント

7月　　　　　　　　　　　サマーコンファレンス（たから市）

　　　　　　　　　　　　　地区フォーラム

　　　　　　　　　　　　　各種地域イベント

8月　　　　　　　　　　　各種地域イベント

9月　　　　　　　　　　　各種地域イベント

10月　　　　　　　　　 　全国大会（たから市）

　　　　　　　　　　　　　各種地域イベント

　　　　　　　　　　　　　事業報告（総括）

　　　
8.　参考例からの引継事項

(1)2011年度地域力向上委員会9月事業から

他団体との事業共催に対して、団体によって、組織文化や個性が違うことを理解したうえで、情報や意識の共有化を図り、実施することが重要です。

【対策】わかりやすく事業内容を早期から伝えられる様にします。

(2)2012年度農と地域活性化委員会通年事業（研究編）から

　①　通年事業は継続的に事業が実施されるため、なるべく役割を分担して各メンバーの

　　　負担を軽減することが必要です。

【対策】委員会メンバーの負担を軽減する為、ローテーションでイベントを実施します。
　②　多人数の参加かつ、断続的な参加となる方がいるため、事業趣旨を繰りかえし説明することが必要です。

【対策】Facebook等SNSを活用し、継続的に活動内容を共有します。

(3)2011年度まちづくり委員会通年事業より

　①　各イベント参加地域へ赴いた際の現地調査費用を予算計上していませんでした。

【対策】場合によっては、予算の計上を相談し、検討してまいります。

2 他団体交渉、事業の現場作業と対応に追われ、組織の管理・運営が機能的に果たせない期間が発生しました。

【対策】外部団体と協力して行う事業においては、綿密なスケジュール管理と情報共有を行うことで空白となる期間を最低限にします。

9.　本年の工夫と期待される効果

①　枝豆サポーター拡大計画

・まちづくりのための話題づくりの効果があります。
・活動に従事することで、郷土長岡への愛着と誇りを持つことができます。
・地域の方々に直接訴えることで、まちづくりの必要性や活動目的を理解していただくことができます。

・参加された方が枝豆を再認識し知識を得ることができます。

・食材をテーマにしている為、教育の分野へのアプローチが考えられます。
　②　缶バッジ・ピンバッジ

・缶バッジ・ピンバッジをもらった方がサポーターになっていただくことができ、利用していただくことで話題を創出することができます。
　③　枝豆の振る舞い
　　　・枝豆のおいしさを実感していただき枝豆の魅力を感じていただくことができます。

　　　・事業に参加しやすく、話題を創出する演出をすることができます。
④　枝豆オリジナルキャラクター

　　　・子供から大人まで気軽に事業への参加を呼びかけることができ話題を創出することができます。
　　　・視覚的な効果、愛着が持ちやすく、メディア対策としても高い効果を見込むことができます。
　　　・人を呼び込み、会場を盛り上げる効果があります。
　　　・メンバーに作成段階で参加していただくことで、この事業への理解を求めることと、愛着を持っていただくことができます。

　⑤　枝豆オリジナルソング

　　　・耳に残りやすく活動のイメージが湧きやすくなる効果があります。
　　　・各種メディアへの宣伝効果を見込むことができます。
　　　・イベント会場を盛り上げ、ひとを呼び込む効果があります。
　　　・メンバーからのフレーズを使用することで、メンバーにとっても愛着をもっていただくことができます。
　⑥　みんなでつくろう！枝豆アート
・市民と一体感のある事業にすることで、郷土長岡への愛着と誇りを醸成することができます。
・今事業の進行具合が確認でき目標設定ができます。
　　　・通年事業の最終成果として示すことができます。
　　　・市民参加型のイベントにすることで、サポーターとの接点ができ活動をPRすることで話題性が高く、メディア対策として効果が見込めます。
　　　・参加していただいたことにより、参加者が口コミ、SNSなどにより広めていただく効果が見込めます。
　　　・長岡から枝豆が発信されていることが一目でわかる効果があります。
　　　・新潟県を埋め尽くしていく過程で、他地域との協働も可能性が考えられます。
　⑦　広報活動
　　　・ホームページやブログ、SNS等を利用し、本事業を広く発信することで、話題が話題を呼び活動を活性させることができます。

　⑧　プレスリリース・メディア活用
　　　・プレスリリース・メディアを活用することで、今事業を広めることができ長岡を盛り上げることができます。

　　　・話題が話題を呼ぶ循環により、各種メディアに取り上げていただくことができます。
　　
10.　公益・共益の区別及び判断に関わる事項

◎公益目的事業の判断に関わる事項

(1)公益目的事業23項目該当番号・内容、及び理由

番号・内容:  19.地域社会の健全な発展を目的とする事業

理由:地域資源の有効活用により地域経済の健全な発展に資することを目的とするため。
(2)上記の目的を実現するために事業実施において注力する点

・特定の業者ではなく、長岡市全域に関わる地域資源を活用すること。

・市内外に対して広く発信し、その価値を伝播すること。

(3)判断理由

①  事業の目的が不特定多数の利益になっていると判断できる理由

　特定の業者ではなく、長岡市全域に関わる地域資源を活用し、利益を追求しないため。

2  事業の参加者が不特定多数である(広く一般に公開されている)と判断できる理由

　観光客市内外に対して広く発信するため。

11.　依頼事項

(1)対内対象者向け

①  本事業の周知・PRの推進をお願いします。

(2)LOMスタッフ向け

　①　各種会議参加時に、本事業についてのPRをお願いいたします。
12.　審議のポイント

1 発信事業内容の関連性フローチャートについて

2 キャラクターについて
3 予算について

4 事業内容について
5 本年の工夫と期待される効果について
13.　予算総額

(1)  金1,254,000円
(2)(事業計画)収支予算書





【審議対象資料一覧】

(1)審議対象資料
1 発信事業内容の関連性フローチャート
2 プレスリリース
3 収支予算書
4 
イベント一覧（案）
5 各事業内容について
枝豆サポーター拡大計画概要、缶バッジ・ピンバッジ概要、枝豆振る舞い概要
キャラクター作成概要、オリジナルソング作成概要、長岡枝豆アート概要、

広報活動概要、プレスリリース・メディア活用概要
6 協力団体
7 メンバー向けキャラクターアンケート

8 
アンケート
(2)参考資料

1 本年のまちづくりのコンセプト
2 缶バッジ・ピンバッジイメージ
3 枝豆アートイメージ
4 まちおこし事例
5 いざ！南蛮エビ日本一まちへ！！ 事業報告書（社団法人糸魚川青年会議所）
6 ロードマップ
7 
枝豆配布イベントのおける申請について





上程スケジュール

第 1回委員会


平成25年10月15日

第 2回委員会


平成25年11月25日

第10回スタッフ会議

平成25年12月 3日
第 3回委員会　　　　　　
平成25年12月 9日
第 5回委員会　　　　　　
平成26年1月23日
第13回スタッフ会議　　　　　　 平成26年1月28日 

第 6回委員会　　　　　　
平成26年2月  4日
第14回スタッフ会議

平成26年2月12日



今後の上程スケジュール
第 4回理事会
　　　　　　　　平成26年 2月19日
第 7回委員会　　　　　　
平成26年2月27日
第15回スタッフ会議

平成26年2月26日

第 5回理事会
　　　　　　　　平成26年3月  5日


事業実施後の上程スケジュール

第○○回委員会　　　　　
平成○○年○○月○○日

第30回スタッフ会議    　
平成26年10月29日

第○○回委員会　　　　　
平成○○年○○月○○日

第20回理事会    　
　　　　平成26年11月12日

第○○回委員会　　　　　
平成○○年○○月○○日

第21回理事会    　
　　　　平成26年11月26日



【前回までの流れ(意見と対応)】

第10回スタッフ会議　討議事項
平成25年12月3日

Ｑ：枝豆の魅力が伝わるようなキャラクターなどを使用した発信方法を考えるべき。発信方法のイメージが湧かない。
Ａ：キャラクターやイメージソング等発信の方法は市民協働により制作と発信をしてまいります。

Ｑ：枝豆を使って色々な産業に結びつく、また観光に発展する、そこまで考える必要があるのではないか。

Ａ：通年事業での限られた時間の中でのゴールとしては、共感した中で、郷土長岡への愛着と誇りを醸成できるように活動して参ります。活動の中で賛同していただける団体や企業様があれば協力を惜しみません。
Ｏ：そこに行かないと食べられないもの、枝豆を目当てに観光客を呼ぶといった高揚感がほしい。
Ａ：枝豆が長岡にとっての第二の米、日本酒になれるような事業にしたいと考えております。

Ｏ：新潟の枝豆がおいしいのは、大きさが七分で収穫しているため。県の推奨品目のため、県も巻き込んでほしい。
Ｑ：枝豆をPRしたことによって長岡にどうなってほしいのか。
Ａ：郷土長岡に愛着と誇りを持てるようにしたいと考えます。
Ｑ：プレスリリースにアイディアをもっともっと、高揚感を。事務的になりすぎている。

Ａ：写真やキャッチコピーなどで高揚感が伝わるようなプレスリリースにしたいと考えております。

Ｑ：枝豆PR計画のように見える。枝豆ありきで考えているのでは？

　年間通してどうアピールしていくかを考え直すべきではないか。

Ａ：郷土長岡への愛着と誇りを持つために活動して参ります。アピール方法は修正いたしました。
Ｏ：長岡の枝豆の品種の多さをメリットとして考える。お土産より、来てもらうことを考えてはどうか。
Ａ：枝豆の鮮度の問題でお土産は検討から除外しました。長岡に来ていただいたり、地元長岡人が誇りを持てるように事業展開して参ります。
第13回スタッフ会議　協議事項 平成26年1月28日

Ｑ:対外目的について、主語は誰にあたりますか。
Ａ:長岡市民になります。
Ｑ:長岡市民が主語になると、長岡市民同士が共感しあうということになりますか。
Ａ:共感するのは地域の宝になります。
Ｑ:発信している側が発信を受ける側と共感するのではないでしょうか。
Ａ:地域の宝に共感していただき、発信することに共感するという循環作業になります。

Ｏ:文章の構成の問題だと思われるので再度検討してください。発信することで醸成されるのではなく、愛着と誇りを持つことで発信につながるのではないでしょうか。

Ａ:文章の構成を考え、再構築しました。
Ｑ:イベント出展（発信）と市民参加を一緒にした理由はなぜですか。
Ａ:イベントに出展しブースに集まっていただくことで、参加した方にPRを行います。また、振る舞いや写真など参加型にすることでより集まっていただける設えになると考えます。
Ｑ:サポーターになった人のメリットはなんでしょうか。
Ａ:サポーターになった方は枝豆の魅力を知っていただくことができ、また一つ長岡の宝を外に自信をもって伝えることができるようになることです。
Ｑ:助成金の使用は考えていますか。委員長の想いやまちづくりの切り口になる旨を伝え、行政などからの補助金も視野に入れてはどうでしょうか。
Ａ:今後、行政などの補助金なども検討していきたいと考えます。
Ｑ:発信を受ける側にどうのようになっていただきたいですか。
Ａ:愛着と誇りを持っていただきたいです。
Ｏ:愛着と誇りを持つことを目的、効果に書き込むべきだと考えます。
Ｑ:背景と目的がはっきりしていないのではないでしょうか。愛着と誇りとまちづくりの関係を整理し反映したほうがよいと考えます。
Ａ:修正しました。
Ｑ:糸魚川JCの活動において、LOMはどのような思いで活動されていましたか。
Ａ:初めは批判的な意見もあったそうですが、熱意を持って活動されていく中で理解を得られ成功したと聞いています。
Ｑ:紙コップに予算が計上されていますがその理由はなぜですか。
Ａ:紙コップに私たちの想いや活動内容などを書き、見ていただくこともPRになると考えます。
Ｑ:持ち帰りも考えていますか。読んで捨てられると思いますがいかがですか。
Ａ:大半は捨てられると思いますが、読んでいただくことでPRになると考えています。
Ｏ:紙コップに想いを書くならば、白黒でいいので別紙を用意し、その予算を他に利用したほうがよいと考えます。

Ａ:紙コップは無地にし、PR用の紙を配布します。

Ｑ:既存にあるものが新たな地域の宝となる理由はなんでしょうか。
Ａ:これまで認識されていたかどうかを基準にしています。
Ｑ:新潟県に住む人にとって枝豆はスタンダードな物だと思いますが、発信することで心がどのように変わると考えますか。
Ａ:枝豆の文化や歴史などを知っていただくことで外にも自信をもって発信していただけるようになると考えています。
Ｑ:枝豆が新たな地域の宝と思えません。新たな地域の宝であるロジックを説明して下さい。
Ａ:継続的なまちの発展をしていくためには、愛着と誇りをもっていただくことが重要なことであり、今回は枝豆を手法として取り上げ活動していきます。創造編、例会事業の中で枝豆の可能性を見出し共感いただくことで、さらに認識していただいた新たな枝豆を宝と思って欲しいと考えています。
Ｑ:新たなという文言がいらないと思いますがいかがですか。
Ａ:長岡にはすでに発信されている多くの宝が存在しています。その中で、枝豆にはまだまだ可能性があるという点から新たな地域の宝と位置づけさせていただきました。
Ｑ:対内目的において、メンバーが自信を持って発信するとありますが、どういったことを指しているのか説明をお願いします。

Ａ:修正しました。
Ｑ:創造編ででてきた新たな地域の宝に愛着と誇りを持てるようになる方策が発信編の事業内容になるのではないでしょうか。

Ａ:創造編にて出てきた意見を事業内容に反映できるように考えていきます。
Ｏ:地域の宝に愛着と誇りを醸成するといったことが目的に反映されるべきだと考えます。

Ａ：修正しました。
Ｑ：本年の期待される工夫と効果を精査しそれぞれの事業内容に対し充実されたほうがいいと考えます。文章も精査が必要と考えますので検討して下さい。
Ａ：精査しそれぞれの事業内容に対しての工夫、効果を修正、追加しました。

Ｑ：実施内容について概要はありますがスケジュール、詳細がありません。イメージできる資料や詳細を作成してください。
Ａ：添付しました。ロードマップをご参照してください。

Ｏ：キャラクター制作、バッジ作成スケジュールの時期が明記されていません。それぞれが密接に関係してくると思いますので、スケジュールの作成をしてください。

Ａ：添付しました。ロードマップをご参照してください。
Ｑ:キャラクター募集について、小学生に限定しなくてもいいのではないでしょうか。詳細を明確にしていただきたい。

Ａ：キャラクターは、メンバーからのアンケートも参考にしながらプロにデザイン案を起こしていただきます。
Ｏ：スケジュールを考えると内容を個別に考え、部分承認をしていったほうが良いのでないでしょうか。

Ａ：必要に応じて、部分承認も視野にいれてご検討お願いします。
Ｑ：発信と参加賛同がわかれているように感じられますので、サポーターの定義を検討してください。

Ａ：サポーターの定義を修正しました。
Ｏ：長岡JC以外にも食に関係する方が多くいます。その方たちにも賛同していただける内容を検討したほうがいいと考えます。また、口コミによる発信など発信の方法は多くあります。プレスリリースについても、今までは新潟がメインであったと思いますが、今回は全国も視野に活動する必要があると考えます。
Ａ：メディアを利用し、全国も視野に活動します。
Ｑ：事業内容が分かりづらいです。目的達成のための予算執行なので、その点を整理してください。

Ａ：事業内容を精査し、目的、効果をしっかり考え予算を執行していきたいと思います。
Ｏ：プレスリリースでは、記者は初めの3行で判断しています。その所を工夫して作成してください。

Ａ：修正しました。
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